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予
算
と
は
１
年
間
の
収
入（
歳

入
）、
支
出（
歳
出
）の
計
画
の
こ

と
で
す
。

　
予
算
を
見
れ
ば
こ
の
１
年
間
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
収
入
が
見
込
め
て
、

何
に
い
く
ら
使
う
の
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　
旭
市
の
会
計
に
は
一
般
会
計
と

４
つ
の
特
別
会
計
、
３
つ
の
企
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

 

地
方
自
治
法
で
は
、
市
長
は
予

算
案
を
作
っ
た
ら
、
新
年
度
が
始

ま
る
前
に
、
議
会
の
議
決
を
経
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
議
員
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
予
算
案
が
、
市
民
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
も
の
か
、
事
業
の
中

身
に
対
し
て
金
額
が
高
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
か
、
市
の
立
て

た
計
画
に
沿
っ
た
も
の
か
な
ど
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
審
議
し
ま
す
。

一般
会計

福祉や教育、道路整備など、市の基本的
な事務を行うための会計

令和２年度予算 前年度予算
379億4000万円 300億8000万円

特別
会計

国民健康保険のように、保険料を徴収し
て特定の事業に充てている場合など、一
般会計と区別する必要がある事業の会計

令和２年度予算 前年度予算

186億2300万円 193億6000万円

内
　
訳

病院事業債管理 40億1600万円 43億1400万円

国民健康保険事業 （事業勘定） 85億7800万円 84億9000万円
（施設勘定） 8300万円 9100万円

後期高齢者医療 ７億 100万円 ６億2900万円
介護保険事業 52億4500万円 52億 600万円
下水道事業 （企業会計へ移行） ５億5900万円
農業集落排水事業 （企業会計へ移行） 7100万円

企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益
で運営している事業の会計

令和２年度予算 前年度予算
26億3761万8千円 16億7413万7千円

内
訳

水道事業 17億1451万9千円 16億7413万7千円
公共下水道事業 8億3218万3千円（特別会計から移行）
農業集落排水事業 9091万6千円（特別会計から移行）

　借入金である市債は、新庁舎建設や広域ごみ処理施設、主要道路整備などの事業に
より、令和２年度は大きく増額する見込み。
　市の貯金である基金は、昨年の台風被害を受けた被災住宅に対する支援や新庁舎建
設、生涯活躍のまち形成などの事業に対応するため、令和２年度は減少しています。
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平成28年度 29年度 30年度 令和元年度
（見込み）

２年度
（見込み）

277億 273億 282億 293億

326億

157億
177億 174億 173億

158億

市債（借金）

基金（貯金）

※�市債は道路や学校など、長期間使用するものに対して整備した年の負担を小さくし、世代
間の負担の公平性も確保することができます。

※今年度から下水道事業、農業集落排水事業が特別会計から企業会計へ移りました。

一
般
会
計
予
算

過
去
最
大
３
７
９
億
４
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算

貯金と借金の状況は（一般会計）

前
年
度
比 

26
・
１
％
増
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一般会計予算の内訳 一般会計当初予算の推移

平成28年度 29年度 30年度 31年度 令和２年度

282億
7000万

286億
1000万

279億
9000万

300億
8000万

379億
4000万

子育てしやすいまちづくり
　妊娠、出産、育児と切れ目のない支援を行う「子育て
世代包括支援事業」や共働き家庭等を支援する「放課後児
童クラブ運営事業」など、子育て支援に力を入れた予算
編成になっています。

　歳出面においては、高齢化等の進行による社会保障関係経
費の増加や消費税引き上げによる工事費などの経費の増、会
計年度任用職員の創設に伴う人件費の増などが見込まれ、さ
らには新庁舎建設事業や広域ごみ処理施設整備といった大型
事業の進捗により、財政需要の増大が見込まれる。

　歳入面においては、市税をはじめとした自主財源の大幅な
増収は期待できず、普通交付税は、合併算定替の段階的縮減
が令和２年度には90％となるなど、今後の歳入を取り巻く
環境は厳しくなると見込まれる。

　令和２年度は、新庁舎建設事業（40億743万円）、
広域ごみ処理施設整備（49億9145万円）といった
大型事業の進捗などにより、前年度比26.1％増の
予算規模になりました。

諸収入…2.4%
9億1834万円
諸収入…2.4%
9億1834万円

地方消費税交付金…3.8%
14億5100万円
地方消費税交付金…3.8%
14億5100万円

地方交付税
32.9%
124億8000万円

市税…19.7%
74億6286万円

繰入金…5.6%
21億1614万円
繰入金…5.6%
21億1614万円

県支出金…5.6%
21億2001万円
県支出金…5.6%
21億2001万円

市債…16.5%
62億4630万円
市債…16.5%
62億4630万円

国庫支出金…8.4%
32億405万円
国庫支出金…8.4%
32億405万円

そのほか…5.1%
19億4128万円
そのほか…5.1%
19億4128万円

歳入

消防費…3.3％
12億6142万円
消防費…3.3％
12億6142万円

民生費
25.0％
94億6752万円

民生費
25.0％
94億6752万円

衛生費…23.3％
88億2066万円
衛生費…23.3％
88億2066万円

総務費…20.3％
77億1590万円
総務費…20.3％
77億1590万円

教育費…6.4％
24億997万円
教育費…6.4％
24億997万円

公債費…8.1％
30億6426万円
公債費…8.1％
30億6426万円

土木費…9.3％
35億4032万円
土木費…9.3％
35億4032万円

農林水産業費…2.4％
9億1705万円
農林水産業費…2.4％
9億1705万円

そのほか…1.9％
7億4286万円
そのほか…1.9％
7億4286万円

歳出

市税収入の推移

平成28年度 29年度 30年度 31年度 令和２年度

71億
1428万

74億
813万

74億
5010万

75億
5417万

74億
6286万

　歳入の大きな割合を占める市税は、近年増額傾
向にありましたが、今年度は法人市民税の税率改
定等の影響から、前年度比1.2%の減額となる見
込みです。

自治体の規模や
財政力に応じて
国から交付され
るお金です。

子育て支援や福
祉に充てられる
お金です。

市民の健康やごみ処
理などの公衆衛生に
充てられるお金です。

市役所の管理運営や
広報、防災活動に充
てられるお金です。
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　銚子、旭、匝瑳3市で構成する東総地区広域市町村圏
事務組合が建設中のごみ処理施設及び最終処分場。　
　建設費のうち、本市負担割合は約38.63％で負担金は
49億9145万円。このうち、合併特例債や震災復興特別
交付税により、実質的な負担額は4億7716万円となる。
　令和3年度から運転稼働予定。

　野外活動を通して青少年の健全育成を図るための施設
として運営。今年度は指定管理者制度により管理運営を
㈱塚原緑地研究所が行う。
　利用者の利便性と安全性を図るため、今年度は実習棟
空調設備更新工事、食事棟建替工事、体育館等改修工事
を実施予定。

　子どもに対する定期予防接種として、小児肺炎球菌、
ヒブワクチン等の予防接種を実施。令和２年10月から、
ロタウイルスワクチンが定期接種に追加。
　その他、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生
まれの男性に対し、風しん抗体検査と予防接種を実施、
また高齢者のインフルエンザワクチン接種に1000円助
成。

　市内の小学校３年生までの児童を対象に、病気回復期
で集団保育が困難であり、保護者の家庭保育も困難な児
童に対して、海上保育所の専用室において看護師及び保
育士により一時的に保育を行い、保護者の負担軽減、子
育て世帯の支援及び児童福祉の向上を図る。

49億9145万円
広域ごみ処理施設等建設

4444万円
海上キャンプ場運営

1億3890万円
感染症予防対策 拡充

360万円
病児保育事業 新規

公設公営保育所では初めての実施

銚子市野尻町に建設中の広域ごみ処理施設 自然に囲まれ非日常が体験できる
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　令和元年台風15号、19号及び同年10月25日の大雨
により被害（半壊または一部損壊）を受けた住宅の屋根ま
たは外壁等の修繕工事（20万円以上）に対して補助を行
う。
　支援額　　　対象工事費の20％（最大50万円）

　庁舎の分散化による行政サービスの低下、維持管理費
の増大、耐震性能の問題等、現庁舎の抱える問題を解消
するため新庁舎建設を行う。
　今年度は建設工事費の年割額のほか、新庁舎で使う机
や椅子などの什器備品費、議場マイクシステムやセキュ
リティシステム費などの予算を計上。

　同じ時間帯に予約した人と相乗りしながら目的地に向
かう、乗り合い型のタクシー「デマンド交通」を運行。
　バス停までの移動が困難な方の移動手段の確保や公共
交通の充実を図る。
　乗車１回あたりの基本運賃は500円。
　利用には事前登録が必要。

　人口減少と少子高齢化に歯止めをかけるため、地方創
生の観点から、国の推奨する「生涯活躍のまち」づくりに
基づき、旭中央病院の隣接地に持続可能な多世代交流拠
点を含むまちづくりを行う。
　今年度は事業者予定者が実施する、土地の造成、道路
や上下水道のインフラ整備に対して、上限５億円の補助
金等を予算計上。

令
和２年度予算
注目事業

2億860万円
被災住宅修繕支援 新規

2165万円
デマンド交通運行

5億1783万円
生涯活躍のまち形成

40億743万円
新庁舎建設

PICK
UP!

地上階の鉄骨工事が始まった新庁舎

生涯活躍のまち建設予定地

❷�予約の電話
●氏名・住所
●乗りたい日時
●乗降場所を伝えます

❸自宅から目的地へ ❶利用者登録
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度
の
予
算
規
模
が
膨
ら
む
こ
と
は
、

あ
る
程
度
は
予
測
で
き
て
い
た
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
戦
国
時
代
と
言

わ
れ
て
い
る
中
、
今
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
６
１
０
０
万

円
、
前
年
度
比
45
・
９
％
の
増
収
と

し
て
い
る
が
、
寄
附
金
額
が
増
え
て

い
る
要
因
は
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
返
礼
品
の
充
実
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
市
内
縫
製
工
場

で
製
造
し
て
い
る
バ
ッ
グ
を
返
礼
品

と
し
て
提
供
し
た
と
こ
ろ
大
変
人
気

が
あ
り
、
申
し
込
み
が
増
え
た
こ
と

な
ど
が
理
由
と
思
わ
れ
る
。

▼
総
務
費

問
出
会
い
の
場
創
出
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

（
髙
木
寛
議
員
）

一
般
会
計
当
初
予
算

▼
歳
入

問
今
年
度
の
地
方
交
付
税
は
前
年

度
比
26
・
７
％
の
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
昨
年
質
問
し
た
時
に
は

「
今
後
の
推
移
は
減
少
傾
向
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。
今
年
度
に
事
業
が

重
な
り
、
地
方
交
付
税
が
膨
れ
上
が

る
こ
と
は
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
合
併
算
定
替
え
が
少
な
く
な
り
、

交
付
税
の
計
算
の
中
で
、
基
礎

的
な
部
分
に
つ
い
て
は
年
々
減
っ
て

い
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。
今
年

　
主
な
議
案
に
関
す
る
質
疑

㈱高野縫製に市長から感謝状が贈呈

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
、
令
和
元
年
度
各
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
人

事
案
件
な
ど
30
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
・
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
２
年　
第
１
回
定
例
会　
議
案
審
議

新
庁
舎
建
設
、
広
域
ご
み
処
理
施
設

過
去
最
大
規
模
の
予
算
を
可
決
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▼
衛
生
費

問
広
域
ご
み
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
、
工
事
が
遅
れ
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
も
し
令
和

３
年
３
月
ま
で
の
工
期
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
ら
、
国
か
ら
出
る
補
助
金

は
ど
う
な
る
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
今
年
度
中
に
は
工
事
を
完
了
す

る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
間
に

合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て

い
な
い
。

問
今
年
度
か
ら
飯
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
の
こ

答
令
和
元
年
度
は
７
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、
男
性
の
応
募
率

は
２
０
４
・
８
％
、
女
性
の
応
募
率

は
91
・
４
％
で
あ
っ
た
。
平
成
19
年

度
に
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
設
置

以
降
、
こ
れ
ま
で
１
１
３
名
の
会
員

の
結
婚
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）の
発
行
が
促
進

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
発
行

実
績
は
。

　
　
（
髙
木
寛
議
員
）

答
令
和
２
年
１
月
末
現
在
で
、
申

請
件
数
９
２
４
５
件
、
発
行
件

数
７
５
５
３
件
。

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
補
助
金
５
億

円
に
つ
い
て
、
計
画
予
定
地
の

造
成
な
ど
に
支
出
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
補
助
金
は
い
つ
の
時
点
で

と
だ
が
、
具
体
的
な
支
援
内
容
は
。

（
米
本
弥
一
郎
議
員
）

答
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
実
情
を

把
握
し
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、

健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
関
す
る
包

括
的
な
支
援
を
行
う
。

▼
農
林
水
産
業
費

問
農
地
等
現
地
調
査
委
託
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（
島
田
和
雄
議
員
）

答
各
団
体
が
受
益
と
し
た
田
畑
が

荒
れ
て
い
な
い
か
、
農
道
や
水

路
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、

団
体
ご
と
の
活
動
農
地
す
べ
て
の
現

況
を
確
認
す
る
。

問
畜
産
環
境
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
家
畜
排
せ
つ
物
の
消
臭
軽
減
効

果
の
あ
る
飼
料
添
加
剤
や
臭
気

を
分
散
さ
せ
る
資
材
の
導
入
に
対
し

て
助
成
し
、
そ
の
消
臭
効
果
を
確
認

し
な
が
ら
自
主
的
な
臭
気
対
策
を
促

進
し
て
い
く
。

▼
商
工
費

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い

て
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
商
店

数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
商
業
振
興
連
合
会
に
加
盟
し
て

い
る
加
盟
店
の
推
移
は
、
平
成

２
８
年
で
５
０
６
店
舗
、
平
成
29
年

で
４
９
６
店
舗
、
平
成
30
年
で
４
９

０
店
舗
。

問
特
産
品
開
発
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。
ま

た
毎
年
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
伺
う
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
本
補
助
金
は
、
市
の
特
色
を
活

か
し
た
土
産
品
や
地
域
の
食
材

を
使
用
し
た
商
品
な
ど
の
特
産
品
の

開
発
及
び
改
良
を
行
う
事
業
費
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
。
平
成
24
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
る
事
業
で
、
こ
れ

ま
で
38
件
の
申
請
が
あ
り
、
補
助
金

支
出
す
る
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
こ
れ
か
ら
農
振
除
外
な
ど
を
行

い
、
農
地
転
用
や
開
発
の
許
可

と
い
っ
た
こ
と
を
ク
リ
ア
し
、
そ
の

後
造
成
工
事
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、

概
算
払
い
に
な
る
の
か
、
工
事
が
終

わ
っ
た
時
点
で
精
算
払
い
に
な
る
の

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
状
況
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

問
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
委
託
料
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。

ま
た
１
回
５
０
０
円
で
利
用
で
き
る

と
の
こ
と
だ
が
、
運
行
距
離
は
何
キ

ロ
で
も
い
い
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
委
託
料
は
１
台
あ
た
り
１
日
２

万
円
で
３
社
と
契
約
。
決
め
ら

れ
た
運
行
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
何
キ

ロ
か
か
っ
て
も
一
律
５
０
０
円
。

▼
民
生
費

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ニ
カ

ム
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
建
物

等
借
上
料
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
市
役
所
南
分
館
３
階
建
て
の
う

ち
、
ハ
ニ
カ
ム
運
営
事
業
と
し

て
使
用
し
て
い
る
２
階
部
分
69
・
88

坪
の
賃
借
料
で
、
１
坪
あ
た
り
月
２

１
７
８
円
で
契
約
し
て
い
る
。

子育て支援センターハニカムの利用者

相談窓口を飯岡保健センターに一本化

今年度よりマイナポイント事業が開始予定
キャッシュレス決済でお得に
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の
総
支
出
額
は
１
３
４
７
万
円
。

▼
土
木
費

問
道
路
舗
装
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
実
施
件
数
と
市
民
か

ら
の
要
望
件
数
は
。
ま
た
要
望
に
対

し
て
、
舗
装
改
修
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
今
年
度
は
７
路
線
の
補
修
工
事

を
予
定
。
合
併
時
か
ら
の
残
り

の
要
望
件
数
は
１
４
４
件
あ
る
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
り
工
事
に
至
っ
て

い
な
い
。
で
き
る
限
り
要
望
に
は
答

え
て
い
き
た
い
が
、
複
数
の
要
因
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
。

問
震
災
復
興
・
津
波
避
難
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

を
伺
う
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
こ
の
事
業
は
２
路
線
あ
り
、
横

根
三
川
線
は
４
３
０
メ
ー
ト
ル

の
区
間
が
完
成
し
て
お
り
、
進
捗
率

は
33
・
１
％
。
椎
名
内
西
足
洗
線
は

６
２
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
完
成
し

て
お
り
、
進
捗
率
は
20
・
７
％
。

▼
教
育
費

問
給
食
セ
ン
タ
ー
委
託
料
に
つ
い

て
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
よ
り
、
学
校
を
臨
時
休

校
に
し
た
場
合
、
委
託
料
金
に
変
動

は
生
じ
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
約
款
の
中
に
「
業
務
を
一
時
中

止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要

が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
履
行
期
間
も

し
く
は
業
務
委
託
料
を
変
更
し
」
と

あ
る
た
め
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
業

者
と
協
議
す
る
。

問
図
書
購
入
費
に
つ
い
て
、
毎
年

一
定
数
の
図
書
の
入
れ
替
え
を

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
外
し
た
図
書

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
市
民
会

館
で
行
っ
て
お
り
、
欲
し
い
方

が
い
れ
ば
無
償
で
提
供
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
原
則
に
処
分
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算 

問
農
業
災
害
対
策
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
昨
年
の
台
風
被
害
に
対

し
て
の
支
援
と
の
こ
と
だ
が
、
被
災

状
況
と
支
援
内
容
を
伺
う
。

（
島
田
和
雄
議
員
）

答
被
害
額
は
農
産
物
が
４
億
７
８

８
２
万
円
、
畜
産
物
が
４
４
１

６
万
円
、
農
業
関
連
施
設
が
17
億
3

８
万
円
。
被
災
し
た
農
業
者
が
早
期

に
復
旧
し
、
生
産
が
再
開
で
き
る
よ

う
に
、
国
・
県
・
市
合
わ
せ
て
10
分

の
９
の
補
助
率
で
支
援
す
る
。

問
地
方
債
補
正
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
理
由
を
伺
う
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
干
潟
中
学
校
の
技
術
教
室
棟
防

災
機
能
強
化
工
事
分
が
、
前
倒

し
で
国
の
交
付
金
が
採
択
と
な
っ
た

こ
と
や
、
昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る

道
路
復
旧
工
事
や
観
光
街
路
灯
、
観

光
施
設
復
旧
工
事
に
係
る
地
方
債
を

追
加
し
た
。

国
保
特
別
会
計
予
算 

問
滝
郷
診
療
所
に
つ
い
て
、
外
来

患
者
数
を
７
１
０
０
人
と
見
込

ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
一
人
当
た
り

の
診
療
収
入
見
込
み
と
、
一
人
当
た

り
に
か
か
る
費
用
を
伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
一
人
当
た
り
の
診
療
収
入
は
９

２
２
５
円
を
見
込
ん
で
い
る
一

人
当
た
り
に
か
か
る
費
用
は
、
歳
出

総
額
を
患
者
数
で
割
り
返
し
た
金
額

で
、
１
万
１
６
９
０
円
。

指
定
管
理
者
の
指
定 

▼
道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ

指
定
管
理
者　
（
株
）季
楽
里
あ
さ
ひ

指
定
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

問
道
の
駅
の
代
表
取
締
役
社
長
は

市
長
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
市
長
の
充
て
職
で
、
市
長
で
な
け

れ
ば
社
長
に
は
な
れ
な
い
の
か
。

（
平
山
清
海
議
員
）

答
市
長
の
充
て
職
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
が
、
道
の
駅
は
市
が

70
％
出
資
し
て
い
る
た
め
、
筆
頭
株

主
の
旭
市
の
代
表
で
あ
る
市
長
が
代

表
取
締
役
に
就
く
こ
と
が
適
当
だ
と
、

取
締
役
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

本補助金を活用して生まれた特産品

今年度は約２千冊を購入予定の旭市立図書館

昭和27年開設の国民健康保険直営診療所

Ｑ　
指
定
管
理
と
は

Ａ　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費

削
減
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
が
所
有
す
る
施
設
の
管

理
な
ど
を
民
間
に
行
わ
せ
る
も

の
。
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議
決

を
得
て
、
指
定
期
間
を
定
め
ま

す
。 用

語
解
説
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工
事
請
負
契
約
の
変
更 

▼
海
上
保
育
所
園
舎
改
築
工
事

隣
接
す
る
樹
木
の
伐
採
・
伐
根
、
基

礎
工
事
の
際
の
埋
設
物
の
撤
去
・
処

分
、
土
留
め
及
び
新
園
舎
周
り
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
追
加
工
事
。

問
公
共
施
設
の
工
事
で
は
よ
く
追

加
工
事
が
出
る
が
、
そ
う
い
う

調
査
に
関
し
て
は
ど
の
く
ら
い
の
費

用
を
か
け
た
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
平
成
30
年
度
に
設
計
委
託
業
務

費
と
し
て
４
２
９
万
８
４
０
０

円
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
入
っ
て
い
る
。

　
最
終
日
に
市
長
か
ら
追
加
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
議
案
第

30
号
が
同
意
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
佐
久
間
茂
樹
議
員
が
監
査

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

市民の貴重な税金を節約すべきだ
髙橋利彦議員
　生涯活躍のまち形成事業は、今年度の予算の中で、イ
オン等の事業者に土地造成分などの補助金として、５億
円を計上しており、事業者との協定書の中では、多世代
交流施設（仮称）おひさまテラスを市の公共施設として位
置づけ、借入れしなければなりません。この施設の建築
費はおよそ８億円とのこと。国の補助金が出た場合の賃
借料は年間４千万円、出ない場合は１億円弱とのことで、
建物の償却年数を50年とすると50億円にもなります。
合併特例債を使って仮に市が建てれば２億６千万円程度
でできます。そうすれば年に500万円、あえて４千万円
も１億円弱も支払う必要がなくなり、税金を17億円か
ら40億円も節約になります。限りある財源を有効に活
用することが市長の責務であると考える。

不要不急な事業はやめるべき
髙木寛議員
　新庁舎建設事業について、旭市の人口予測では段々と
人口が減少するため、庁舎建設もコンパクト化すべきで
す。生涯活躍のまち形成事業については、新たに移住者
を旭市に呼び込むのではなく、銀座商店街や駅前通り商
店街を活気づける施策をするべきです。
　旭中央病院アクセス道整備事業、三川蛇園線整備事業、
南堀之内バイパス整備事業などは、不要不急の事業なの
で反対です。財政調整基金の今以上の積立ては必要なく、
取り崩して、市民の要望する国民健康保険税の軽減や学
校給食費の完全無料化、水道料金引下げ、加齢性難聴者
への補聴器助成制度の創設など、住民の生活を守るため
の予算編成であるべきと考えます。

人口減少に歯止めをかける
米本弥一郎議員
　人口減少対策に大きな役割を担う生涯活躍のまち形成
事業では、イオンタウンを中心とした事業主体により事
業進捗が図られており、事業費補助金が計上されました。
事業者の投資額は50億円から60億円となり、30年間
で60億円を超える波及効果があると説明されています。
また、市民のコミュニティや人材育成、多世代交流の場
となるおひさまテラスの設置も計画されています。
　今後、こうした施設整備と並行して、都市住民の誘致
と若年層の定着促進を図るべく、情報発信やＰＲ活動な
どが進められることにより、人口減少対策の拠点整備が
大いに期待されるところです。

産業振興の強化拡大が期待できる
遠藤保明議員
　新規就農者に対しての支援事業や園芸生産強化支援事
業といった本市の農業産地としての特性を生かした施策
や、現在懸念されているＣＳＦワクチンの接種等の家畜
防疫対策が予算計上されており、水産業、商工業、観光
業の施策と併せ、さらなる産業振興の強化拡大が期待で
きます。
　また基幹道路から、要望の多い地区内の生活道路の整
備まで配慮がされ、市民の安心・安全が図られています。
　大規模な事業が重なったことにより予算規模は大きく
なりましたが、これは市民の生活を第一に、子どもから
高齢者まで安心して暮らせるまちづくりを積極的に行う
ための予算であると考えます。

討 論 令和２年度一般会計予算について

反対

私はこう考える！

賛成

　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、議員が賛成か反対かの自己の意見を表明することです。
　単に自己の賛否の意見を明らかにするだけでなく、意見の異なる議員や賛否の意思を決めかねている議員に
対し、自己の意見に同調させようと努めることにその意義があります。

監
査
委
員
に

佐
久
間
茂
樹
議
員
を
選
任
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議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て
の
う

ち
本
委
員
会
所
管
事
項

問
空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
内
容
は
。

答
６
か
月
以
上
空
き
店
舗
と
な
っ
て
い
る
店
舗
を
利

用
し
て
事
業
を
始
め
る
方
に
、
改
装
費
と
し
て
上

限
１
０
０
万
円
、
家
賃
と
し
て
月
額
上
限
５
万
円

を
２
年
間
補
助
し
て
い
る
。

　
　
　
な
お
、
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
4
月

よ
り
、
対
象
物
件
を
市
内
全
域
の
空
き
店
舗
と
し
、

さ
ら
に
改
装
費
と
家
賃
補
助
を
併
給
で
き
る
よ
う

に
要
件
を
拡
大
し
て
い
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
10
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
１
号
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で

採
択

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て
の
う

ち
本
委
員
会
所
管
事
項

問
相
談
支
援
事
業
委
託
の
具
体
的
な
内
容
と
利
用
実

績
は
。

答
障
害
の
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を

す
る
こ
と
で
権
利
擁
護
や
虐
待
防
止
の
た
め
の
援

助
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
相
談
支
援
状

況
は
実
人
数
６
１
７
人
、
延
べ
相
談
件
数
は
８
７

５
９
件
。

問
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の

卓
球
チ
ー
ム
と
の
交
流
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
ド
イ
ツ
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

の
出
場
選
手
が
決
ま
っ
て
か
ら
選
手
に
確
認
し
、

事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る

が
、
事
業
内
容
は
、
主
に
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
卓
球
で
の
交
流
を
考
え
て
い
る
。

※
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
延
期
が
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
12
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て
の
う

ち
本
委
員
会
所
管
事
項

問
児
童
交
通
安
全
街
頭
指
導
委
託
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
は
。

答
小
学
生
の
通
学
時
の
街
頭
指
導
の
た
め
、
小
学
校

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
通
学
路
の
交
差
点
等
へ

月
・
水
・
金
の
朝
１
時
間
、
交
通
擁
護
員
を
配
置

す
る
も
の
。

問
公
有
財
産
台
帳
整
備
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
と
業
者
に
委
託
す
る
必
要
性
は
。

答
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
年
変
わ
る
公
有
財
産

の
移
動
状
況
を
デ
ー
タ
上
で
管
理
修
正
を
行
っ
て

い
る
。
委
託
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
の

調
査
や
現
地
調
査
等
も
伴
う
こ
と
か
ら
、
業
務
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
専
門
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
９
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
１
号
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決

常
任
委
員
会
の
審
査
議
案
や
請
願
・
陳
情
を
分
野
別
に
各
委
員
会
に
振
り
分
け
、
専
門
的
に
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
後
は
、
賛
成
・
反
対
を
決
め
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

犬吠テラステラスを視察

改修予定の海上キャンプ場食事棟を視察

リニューアルした防災資料館を視察

建設経済常任委員会
３月10日㈫ 午前10時〜

10議案、請願１件の審査

文教福祉常任委員会
３月12日㈭　午前10時〜

12議案の審査

総務常任委員会
３月13日㈮　午前10時〜

９議案の審査
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議案２	 令和２年度旭市病院事業債管理特別会計予算
議案６	 令和２年度旭市水道事業会計予算
議案７	 令和２年度旭市公共下水道事業会計予算
議案８	 令和２年度旭市農業集落排水事業会計予算
議案10	 令和元年度旭市国民健康保険事業特別会計補正予算
議案11	 令和元年度旭市介護保険事業特別会計補正予算
議案12	 令和元年度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算
議案13	 旭市行政組織条例の一部を改正する条例の制定
議案14	 旭市職員定数条例の一部を改正する条例の制定
議案16	 旭市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定
議案17	 旭市介護保険条例の一部を改正する条例の制定
議案18	 旭市印鑑条例の一部を改正する条例の制定
議案19	 旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定
議案20	 旭市雇用促進住宅の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定

請願１	 建設アスベスト訴訟の全面救済と建設石綿被害者補償基金の創設を国に働きかける意見書の提出を求める請願
発議１	 建設従事者のアスベスト問題の早期救済・解決を求める意見書の提出について

議案21	 旭市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

議案22	 旭市水道事業の設置等に関する条例及び旭市下水道
事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の
制定

議案23	 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院第２期中
期計画を定めること

議案24	 工事請負契約の変更(旭市立海上保育所園舎改築工
事(建築))

議案25	 指定管理者の指定(道の駅　季楽里あさひ)
議案26	 指定管理者の指定(旭市海上キャンプ場及び滝のさ

と自然公園)
議案27	 市道路線の認定
議案28	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
議案29	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

　請願第1号が本会議において採択されたことに伴う、意見書提出の
発議第1号が可決されたため、内閣総理大臣、各関係大臣に意見書を
提出しました。

◯建設従事者のアスベスト問題の早期救済・解決を求める意見書

６月８日（月）開会予定です
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
傍聴はご遠慮くださるようお願いします。
　なお、本会議はインターネットで映像配信
していますので、ご利用ください。

検索旭市議会

６月定例会は

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席
議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和２年第１回定例会 審議結果一覧
賛否が分かれた議案と審議結果

全員賛成で可決した議案・請願

市議会から国に意見書を提出

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20　
桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

1 令和２年度旭市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 × × 〇 ×

3 令和２年度旭市国民健康保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 令和２年度旭市後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 令和２年度旭市介護保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 令和元年度旭市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30旭市監査委員の選任につき同意を求めること 同意 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇
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高
速
バ
ス
停
に
待
合
室
を 

問
本
市
に
は
高
速
バ
ス
の
バ
ス
停

が
７
カ
所
あ
り
、
１
日
に
４
０

０
人
程
度
が
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

待
合
室
が
な
い
た
め
、
冬
の
寒
い
時
期

や
雨
が
降
っ
た
場
合
で
も
、
利
用
者
は

外
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
待
合
室
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

答
バ
ス
停
の
大
部
分
が
県
道
や
国

道
沿
い
に
あ
り
、
市
が
所
有
し

て
い
な
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
設
置
が

難
し
い
。
ま
た
市
民
か
ら
の
要
望
も
特

に
届
い
て
い
な
い
。

問
待
合
室
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
東
京
方
面
か
ら
の
来
客
者

が
帰
る
と
き
に
バ
ス
停
の
場
所
が
わ
か

り
や
す
く
、
お
も
て
な
し
の
観
点
か
ら

も
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
上
が
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
都
市
部
か
ら
の
来
客
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

警
察
や
千
葉
交
通
と
相
談
し
て
い
き
た

い
。

市
の
財
産
は
し
っ
か
り
管
理
を

問
市
で
は
多
く
の
土
地
や
建
物
を

所
有
し
て
い
る
が
、
市
の
公
有

財
産
台
帳
は
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い

る
内
容
と
同
一
か
。
ま
た
市
民
の
貴
重

な
税
金
で
取
得
し
た
土
地
は
正
し
く
管

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
登
記
簿
の
地
積
と
現
況
の
地
積

が
違
う
件
数
は
、
現
在
74
筆
あ

る
。
合
併
以
前
の
市
町
か
ら
引
き
継
い

で
、
境
界
が
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
な

ど
、
管
理
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、

で
き
る
限
り
適
正
な
管
理
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
再
任
用
、
会
計
年
度
職
員
に
つ
い
て

◦
飲
酒
運
転
に
関
す
る
条
例
の
遵
守

◦
都
市
計
画
に
つ
い
て

◦
農
業
に
つ
い
て

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第１回定例会 一般質問
市政を問う！

旭の観光をＰＲするラッピングバス

髙橋 利彦
議員
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お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
大
き
す
ぎ
る

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
に
市
が
設
置

す
る
施
設
「
お
ひ
さ
ま
テ
ラ

ス
」
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
に
は

大
賛
成
だ
が
、
床
面
積
が
２
２
０
０
㎡

と
極
め
て
大
き
い
た
め
、
投
入
す
る
税

金
や
旧
３
町
の
過
疎
化
を
考
え
る
と
不

安
に
な
る
。
こ
の
構
想
の
意
図
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

答
若
者
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
子

育
て
世
代
の
方
が
雨
の
日
な
ど

に
居
ら
れ
る
空
間
を
作
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
計
画
を

作
っ
た
。
子
ど
も
連
れ
の
方
が
一
日
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
大
規

模
な
面
積
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問
こ
の
生
涯
活
躍
の
ま
ち
は
、
都

内
か
ら
健
康
な
シ
ニ
ア
を
受
け

入
れ
、
そ
の
大
き
な
消
費
需
要
に
よ
っ

て
、
若
者
の
雇
用
を
作
る
と
い
う
構
想

に
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
そ
の
経
済

効
果
な
ど
、
本
市
に
も
た
ら
す
受
益
と

次
の
世
代
に
残
す
負
担
を
伺
う
。

答
市
に
も
た
ら
す
利
益
は
30
年
間

で
50
億
円
か
ら
60
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
負
担
と
し
て
、
お
ひ

さ
ま
テ
ラ
ス
の
運
営
に
関
す
る
費
用
は
、

１
億
円
か
ら
１
億
４
千
万
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
を

問
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
外
見
で
は

わ
か
り
に
く
い
障
害
の
あ
る
方

や
、
妊
娠
初
期
の
女
性
な
ど
が
、
周
囲

に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
た
め
の
マ
ー
ク
で
あ
り
、
本
市

で
も
２
年
前
か
ら
配
布
を
し
て
い
る
が
、

非
常
に
認
知
度
が
低
い
と
感
じ
る
。
普

及
啓
発
に
つ
い
て
強
力
な
推
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
引
き
続
き
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し

て
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
行
財
政
改
革
に
関
し
て

お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
必
要
性
は

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
エ
リ
ア
に

「
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
」
と
い
う

市
の
施
設
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
育
て
世
代
を
含
む
若
者
な
ど

か
ら
「
雨
の
日
に
遊
べ
る
場
所

が
な
い
」「
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く

楽
し
め
る
場
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
子
ど
も
を
メ
イ
ン
と
し
た
交
流

施
設
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
公
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
る
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
市
民
に
と
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
や
人
材
育
成
、
さ
ら

に
は
活
躍
の
場
と
な
り
、
多
世
代
と
交

流
し
な
が
ら
賑
わ
い
の
創
出
が
可
能
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。

防
災
道
の
駅
を
ど
う
考
え
る

問
国
で
は
、
道
の
駅
の
防
災
拠
点

化
を
進
め
る
自
治
体
に
対
し
て
、

財
政
支
援
を
拡
充
す
る
方
針
を
示
し
、

「
防
災
道
の
駅
」
認
定
制
度
を
今
秋
に

も
創
設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
は
、
旭

市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

一
時
的
な
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
、

救
援
物
資
受
け
入
れ
時
の
「
物
資
集
積

拠
点
」
、
災
害
発
生
時
の
帰
宅
困
難
者

な
ど
の
「
一
時
滞
在
施
設
」
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
し
て
お
り
、
地
域
振
興
施

設
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
防
災

機
能
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　
「
防
災
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
避

難
者
の
受
け
入
れ
な
ど
災
害
時
の
拠
点

機
能
の
充
実
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て

も
制
度
導
入
の
際
に
は
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

◦
Ｃ
Ｓ
Ｆ
に
つ
い
て

防災機能の役割も担う季楽里あさひ

宮内 保
議員

林 晴道
議員

バッグに付けるストラップ型ヘルプマーク
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ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
た
め
に

問
年
２
回
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
は

市
内
全
域
で
ご
み
を
拾
い
、
き

れ
い
に
な
る
が
、
す
ぐ
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
、
景
観
が
損
な
わ
れ
る
。
ポ
イ
捨
て

を
な
く
し
、
き
れ
い
な
旭
市
を
つ
く
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。

答
一
つ
の
案
と
し
て
、
市
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
き
れ
い
に

な
っ
て
い
る
道
路
を
「
ポ
イ
捨
て
の
な

い
道
路
」
と
し
て
認
定
し
、
周
知
を
図

り
な
が
ら
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
。

問
海
上
の
総
堀
線
は
、
毎
日
ご
み

拾
い
を
し
て
く
れ
て
い
る
方
の

お
か
げ
で
、
本
当
に
き
れ
い
な
道
路
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
く
れ
る
方
に
は
、
環
境
課

で
ご
み
袋
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

答
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
た
め
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
頼
る
と

こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
み

袋
の
無
償
配
布
を
含
め
、
今
後
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
と
ポ
イ
捨
て
禁

止
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
に

リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
施
設
を

問
前
々
回
の
一
般
質
問
で
、
生
涯

活
躍
の
ま
ち
に
リ
ハ
ビ
リ
病
院

が
で
き
る
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
海
匝

地
域
は
ベ
ッ
ド
数
が
い
っ
ぱ
い
で
、
リ

ハ
ビ
リ
病
院
は
で
き
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
一
番
要
望
が
あ
る
部
分
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
が
駄

目
な
ら
ば
、
そ
れ
に
代
わ
る
リ
ハ
ビ
リ

の
施
設
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
計
画
に
あ
る
健
康
増
進
施
設
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
の
中
に
、

リ
ハ
ビ
リ
的
な
機
能
を
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

◦
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◦
旭
中
央
病
院
に
つ
い
て

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
効
果
は

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
計
画
が
具

体
化
し
て
き
た
中
で
、
計
画
地

へ
の
投
資
額
や
新
た
な
雇
用
の
見
込
み

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

る
の
か
伺
う
。

答
本
計
画
は
事
業
期
間
を
30
年
間

と
し
、
移
住
者
を
２
０
０
名
見

込
ん
で
い
る
。
経
済
効
果
と
し
て
は
、

市
税
収
入
な
ど
は
約
６
億
か
ら
７
億
円
、

移
住
者
が
直
接
市
内
に
投
下
す
る
額
が

約
49
億
円
、
事
業
者
が
こ
の
事
業
に
投

資
す
る
額
が
50
億
か
ら
60
億
円
、
そ
の

ほ
か
に
企
業
が
支
払
う
固
定
資
産
税
な

ど
が
見
込
め
る
。

　

雇
用
面
で
は
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の

パ
ー
ト
な
ど
で
２
５
０
名
か
ら
３
０
０

名
、
楽
天
堂
で
25
名
か
ら
30
名
の
雇
用

が
見
込
め
る
と
算
出
し
て
い
る
。

教
職
員
が
働
き
や
す
い

職
場
改
善
を

問
学
校
の
先
生
方
の
長
時
間
労
働

が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
現
状
は
。

答
平
成
30
年
６
月
に
本
市
で
行
っ

た
調
査
で
は
、
過
労
死
の
認
定

基
準
で
あ
る
時
間
外
労
働
80
時
間
を
超

え
て
い
る
教
職
員
の
割
合
は
、
小
学
校

で
13
％
、
中
学
校
で
47
％
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。

問
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
よ
り

よ
い
職
場
と
す
る
た
め
に
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
①
教
諭
補
助
員
や
図
書
館
司
書
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
部

活
動
指
導
員
な
ど
、
教
育
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
員
の
拡
充
。
②
保
護
者

や
地
域
へ
、
学
校
の
業
務
改
善
に
つ
い

て
の
理
解
を
頂
く
た
め
の
働
き
か
け
。

③
教
職
員
自
身
の
意
識
改
革
。
④
部
活

動
の
活
動
時
間
を
平
日
２
時
間
程
度
、

休
日
は
３
時
間
程
度
と
し
、
休
養
日
を

平
日
１
日
、
土
日
１
日
の
週
２
日
以
上

と
す
る
な
ど
、
学
校
の
教
育
活
動
の
ス

リ
ム
化
。

　
こ
の
４
点
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
引

き
続
き
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
。

嚶鳴小学校前の総堀線

米本 弥一郎
議員

木内 欽市
議員
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ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
対
策
を

問
ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る

イ
ヌ
マ
キ
の
被
害
は
旭
市
内
で

も
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
市
の
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
豊
畑
地
区
の
内
裏
神
社

に
あ
る
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
マ
キ
も
全

滅
の
危
機
に
面
し
て
い
る
。
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
、

旭
市
に
は
マ
キ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
る
。
ま
た
ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の

生
態
や
防
除
方
法
を
共
有
し
、
被
害
拡

大
を
抑
え
る
た
め
、
県
の
協
力
を
得
な

が
ら
研
修
会
を
開
催
し
た
。

問
枯
れ
た
マ
キ
の
伐
採
費
用
や
薬

剤
散
布
に
対
し
て
補
助
は
で
き

な
い
か
。

答
一
般
家
庭
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

マ
キ
の
木
は
個
人
の
財
産
な
の

で
、
公
費
に
よ
る
害
虫
対
策
の
実
施
は

難
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
十
分
な
情
報
発
信
を

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
国
や
県
と
の
連

携
は
ど
の
程
度
で
き
て
い
る
か
。
ま
た

市
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
も
十
分
な

情
報
を
発
信
す
べ
き
で
は
。

答
「
旭
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

国
の
方
針
や
県
の
対
策
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
や
必
要
な
対
策
を
協

議
し
て
い
る
。
必
要
な
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
へ
の
掲
載
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
を
通
じ
て
、
迅
速
に
発
信

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
デ
マ
ン
ド
交
通
登
録
に
つ
い
て

◦
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
つ
い
て

◦
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

◦
台
風
15
号
・
19
号
の
災
害
に
つ
い
て 被害を受けた内裏神社イヌマキ

空
き
家
対
策
を

問
昨
年
度
の
空
き
家
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
伺
う
。

答
空
き
家
関
連
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
個
々
の
空
き
家
の
管
理
状

況
、
写
真
、
周
辺
へ
の
影
響
、
所
有
者

の
情
報
な
ど
の
調
査
デ
ー
タ
、
近
隣
か

ら
の
苦
情
や
所
有
者
と
の
交
渉
記
録
な

ど
、
市
内
全
域
の
空
き
家
情
報
を
集
約

し
て
い
る
。

問
放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
周
辺

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
台
風
な
ど
の
災
害
で
倒
壊
す
る
と
、

通
行
人
や
隣
家
に
被
害
を
与
え
る
な
ど

心
配
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

し
て
い
く
の
か
。

答
空
き
家
に
対
す
る
協
議
会
の
設

置
や
計
画
の
策
定
を
、
今
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
今
後
ど

の
よ
う
な
制
度
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
周
知
徹
底
を

問
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
広

報
あ
さ
ひ
に
利
用
希
望
者
の
募

集
案
内
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
現
在
の

登
録
状
況
は
。
ま
た
、
も
っ
と
市
民
へ

の
周
知
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。

答
登
録
者
は
３
月
現
在
で
１
８
０

名
。
民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
高
齢
者
運
転
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
デ
マ

ン
ド
交
通
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
自
ら
が

運
転
し
な
く
て
も
い
い
環
境
づ
く
り
が

で
き
、
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
免
許
返
納
者
へ
の
優
遇

制
度
は
あ
る
か
。

答
デ
マ
ン
ド
交
通
の
基
本
運
賃
は

１
乗
車
あ
た
り
５
０
０
円
だ
が
、

免
許
返
納
者
は
４
０
０
円
に
す
る
割
引

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
病
院
の
統
廃
合
に
つ
い
て

伊藤 房代
議員

髙木 寛
議員

通院・買い物に便利「きらりんタクシー」
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
林　
　
晴
道

副
委
員
長　
平
山　
清
海

委　
員　
　
髙
木　
　
寛

委　
員　
　

桐　
文
夫

編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
常
生

活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
自
粛
要
請
の
中
、
皆
さ
ん

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
旭
市
で
は
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
感
染
者
は
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
外
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗

い
、
う
が
い
、
食
事
の
前
に
手
を

洗
う
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

等
々
、
日
本
人
に
備
わ
っ
た
幼
い

頃
か
ら
の
習
慣
や
教
え
が
感
染
拡

大
を
防
い
だ
要
因
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
勝
ち
、
や
が
て
来

る
明
る
い
未
来
を
想
像
し
て
、
も

う
少
し
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　
最
後
に
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
職

種
、
職
場
に
従
事
す
る
全
て
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
副
委
員
長　
平
山　
清
海
）

や
旅
行
業
者
が
50
店
舗
、
合
計
で
７

０
０
店
舗
。
昨
年
分
の
確
定
申
告
を

し
て
い
れ
ば
開
業
し
た
ば
か
り
で
も

対
象
に
な
る
。

問
収
入
減
な
ど
の
要
件
を
設
け
る

な
ら
ば
、
な
ぜ
業
種
を
絞
っ
た

の
か
。
飲
食
店
等
以
外
に
も
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
が
お
り
、

大
変
不
公
平
だ
と
感
じ
る
の
で
、
今

後
早
急
な
追
加
補
正
を
す
べ
き
で
は
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
商
工
会
や
市
内
金
融
機
関
な
ど

へ
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
飲
食
店

や
宿
泊
・
旅
行
業
者
が
他
の
事
業
者

に
比
べ
、
特
に
深
刻
な
状
況
で
あ
っ

た
た
め
、
業
種
を
絞
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
ま
ず
は
今
回
の
事
業
を
速
や
か

に
行
い
た
い
と
考
え
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
過
去
最
大
規
模
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
り
入
れ
を
す
る
が
、
市

民
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な

る
経
済
対
策
と
し
て
追
加
投
入
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
準
備
は
で
き

て
い
る
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
２
波
、
第
３
波
が
く
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
さ

ら
な
る
経
済
対
策
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
せ
っ
か
く
基
金
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
こ
う
い
う
時
に
は
も
っ
と

取
り
崩
し
て
、
一
日
も
早
い
旭
の
経

済
の
再
生
を
す
る
の
が
市
長
の
役
目

で
は
な
い
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
今
回
の
支
援
策
は
、
財
政
力
指

数
か
ら
み
て
、
県
下
で
も
最
大

規
模
と
思
っ
て
い
る
。
緊
急
事
態
宣

言
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い

中
で
、
し
っ
か
り
と
財
源
を
確
保
し
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
に
あ
た
っ
て
い
く
。

議
案
質
疑

問
飲
食
店
等
へ
の
給
付
に
つ
い
て
、

７
０
０
事
業
者
く
ら
い
を
見
込

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
た
の
か
。
ま
た
要
件
に
「
前

年
同
月
と
比
べ
て
」
と
あ
る
が
、
開

業
し
た
ば
か
り
の
事
業
者
は
対
象
に

な
ら
な
い
の
か
。（

木
内
欽
市
議
員
）

答
海
匝
保
健
所
で
食
品
営
業
許
可

を
発
行
し
て
い
る
の
が
６
５
０

店
舗
、
経
済
セ
ン
サ
ス
よ
り
宿
泊
業

旭市独自の経済支援

令和２年第１回臨時会が５月13日に開かれました。この臨時会には新型コロナウイルス感染症拡大の影響
を踏まえた緊急経済対策として令和２年度補正予算、条例の一部を改正する専決処分の承認など６議案が
市長より提出され、いずれも全員賛成で原案のとおり可決・承認されました。

市独自の経済対策　8億3000万円
令和２年第１回臨時会

１世帯に２万円

旭市元気回復特別給付金と
して、１世帯あたり２万円
を給付します。

就学前児童１人に
３万円

０歳から小学校就学前の児
童がいる世帯に、児童１人
あたり３万円を給付します。

給食費６か月免除

小中学校の給食費を学校再
開後６か月分免除します。
市外の学校に通う児童生徒
には給食費相当額を給付し
ます。

飲食店等に10万円

市内の飲食店や宿泊・旅行
業者などで、１か月の売り
上げが前年同月と比べて
50％以上減少した事業者
に10万円を給付します。

あさひ議会だより　第57号 16


